
  

令和５年度も約半年が過ぎました。ずっと中止になっていた徳地での合宿も、4年ぶりにやっと実施。TAP（徳地アドベ

ンチャープログラム）や天体観測、オリエンテーリングなど、徳地ならではの活動を通して、これまでよりもさらに絆を深める

ことができました。休憩時間にも、鬼ごっこや手押し相撲、木登り、昼寝などをしたりして、大自然の中での貴重な時間を満

喫しました。光市を離れての 2日間の合宿がとっても充実したものとなったようです。 

会場：徳地青少年自然の家 

9月 23日（土）・24日（日）実施 



 

運よく天候にも恵まれ、大型の天体望遠鏡

をのぞいて月や土星を見ることができました。

観察した時間帯には多少雲が多かったので

すが、就寝前には、空いっぱいに星空が広が

り、職員の方にお話していただいた夏の大三

角やオリオン座などがはっきりと夜空に輝いて

いました。 

一人ではできないことも、みんなで

協力すれば解決できることを TAP（徳

地アドベンチャープログラム）を通して

学びました。 

それぞれが自分の良さを生かし、仲

間同士で支え合いながら前向きに取

り組むことで、数々のミッションをクリア

することができました。この TAPが、

自分の良さ、仲間の大切さを知るいい

機会となりました。 

年間予定・活動の様子はコチラから 

中リー・光 Jr クラブホームページ 

申込は各中学校の担当の先生 または 事務局へ 

2日目のオリエンテーリング。地図と方位磁針だけを頼りに、自然の中に設置されている

チェックポイントを辿りながら山道を歩きました。距離の長さや坂道の傾斜が、地図から想

像したものよりも遠く、険しかったのですが、効率よくポイントを得るために、どのグループも

みんなで作戦を練りながら約一時間の散策をしました。帰りのバスの中では、ゲットした景

品のお菓子のあまりのおいしさに涙を流した人がいたとかいないとか・・・。  

半月 土星 

↑オリオン座 

夏の大三角 

↓ 


